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15　菊元百貨店創業後、客層は内地人 3 割に対して本島人が 7 割であり、過去には台北城内に買
い物に来ることがなかった本島人をひきつけた。
　　周百鍊監修、王詩琅編『臺北市志稿 卷九 人物志』台北：臺北市文獻委員會、1952年、134
頁。陳竹林「市会議員の橫顔 台北市の巻」『台湾芸術新報』 5 巻12号、1939、25―26頁。重
田榮治「百貨店の経営をどうするか」『台湾実業界』昭和11年 2 月号、1936年、 4 頁。
16　蔡宜均『台灣日本時代百貨店之研究』国立台北藝術大學建築興古蹟保存研究所碩士論文、






















布団、婦人服、洋傘（ 1 本 2 ～10円）、ハンカチ、靴下、靴、履物、レース製品、下






方メートルで、建物の見取り図から推測するに 3 階建てで、売り場面積は約 1 万5000平方
メートルだった。1924年には米メイシーズ百貨店の売り場面積は100万平方フィート、約 9
万3000坪で、英ハロッズ百貨店の1910年代の建物は 5 万4500平方メートル、約 1 万6486坪
だった。日本の三越百貨店が1914年に建設した東京日本橋本店新館は、各フロアを合わせた
















など服飾、布地などであった。特価のシャツの価格は 1 着 1 円50銭～ 2 円で、日本か
らの出張販売とほぼ同等となっていた。しかし、呉服生地の価格は種類や品質によっ







　平均物価でみると、1932年の東京市では、洋傘 1 本が 1 円61銭だったのに対し、日
本百貨店の出張販売では前述のように特価で 1 本少なくとも 2 円、通販では10円にも
なり、中所得とされていた東京の洋裁師三日分の給料（日給 2 円70銭）に相当する。
台湾総督府官房調査課の調査によると、1933年当時の台北市の在来米は 1 斗 2 円で、
東京は中質白米が 1 斗 1 円20銭だった。同時期の物価からみると、台北であれ東京で









19　『台湾日日新報』1933年 3 月23日、 6 月24日、『台湾日日新報夕刊』1933年12月10日、12日。




需品の第 2 組、衣類や耐久財の第 3 組、交通、サービスその他などの第 4 組とし、第 3 、 4
組は贅沢品と分類した。
　　Angus Deaton and John Muellbauer, Economics and Consumer Behavior, Cambridge: Cam-























22　仮に1933年の物価から見ると、晒し木綿の布地は 1 反79．3銭、タバコ、紙巻は 1 本0．0072
銭、上質石鹸は 1 個17銭。当時の日給は専門技術を必要とする台北の洋裁師は内地人で 2
円、本島人で 1 円20銭だった。本島人の日雇いの手伝いは62銭だった。
　　　一方、東京の1932年の平均物価は晒し木綿 1 反39銭、タバコ 1 箱＝20本15銭、和服用銘仙一
反 4 円62銭、化粧用石鹸一個 9 銭で、日雇い使用人の日給は男性1050銭、女性は86銭だった。
　　　台湾総督官房調査課編『台湾統計摘要 第29 昭和 8 年』台北：台湾総督官房調査課、昭和
2 ― 9 年、206―208、241―244頁。吳聰敏「台灣農村地區之消費者物價指數：1902―1941」『經
濟論文叢刊』33： 4 、2004年、321―355頁。商工大臣官房統計課編『小売物価統計表 昭和 5
年』東京：東京統計協会、昭和 6 年、33、40頁。商工大臣官房統計課編『小売物価統計表．
昭和 6 年及昭和 7 年』東京：東京統計協会、昭和 8 年、116―117頁。商工大臣官房統計課編




25　『台湾日日新報』1937年、 9 月 7 日、 9 月23日。

















ラストや言葉の使用を自粛した。また、新聞の広告も紙面の 4 分の 1 以内に大きさが
制限された30。1939年には、戦時下の物資節約を奨励するイベントが行われるなど、
全面的に経済戦が推し進められたため、節約のムードが日本社会全体に広がった。大






































はいっそう強まり35、1940年 7 月 7 日には日本政府により「七七禁令：奢侈品等製造
販売制限規則」が施行され、台湾では 7 月31日に府令106号が公布、実施された36。












35　1940年 8 月 1 日には国民精神総動員本部は「贅沢は敵だ」のスローガンを打ち出す。中央標
語研究会は「贅沢品より代用品」、「身にはボロ着て心に錦」などの標語を作り出した。ま



































37　価格制限の商品には、銘仙（ 1 反30円以上不可）、丸帯地（ 1 本350円以上不可）などの高級









































7 月11日。「“奢侈”を全面抑制」『大阪毎日新聞』1940年 8 月18日。『海南新聞』1938年 7 月
10日。『海南新聞』は現在の『愛媛新聞』である。
42　『台湾日日新報』1940年11月 2 日。




































48　李衣雲インタビュー「石允忠先生訪談」、2011年 4 月 9 日インタビュー。
49　『台湾日日新報夕刊』1940年11月20日。
50　「百貨店新体制　物品配給業者たるの観念」『台湾実業界』昭和12年12月号、1940年、18頁。
51　『台湾日日新報夕刊』1940年 9 月10日、1940年 9 月11日。
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灣省臨時議會、1953年 6 月24日。資料庫名：臺灣省諮議會、識別號：002223044203 （http://










































































84　李玉瑛「Shopping 文化：逛街與百貨公司」2005年 1 月 8 ～ 9 日、交通大學で開催された文
化研究学会主催「去國・汶化・華文祭：2005年華文文化研究會議」で発表（http://www.
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89　1951年に中華国貨公司が販売していた最高級シャツは 1 着46元で、 5 ポンドポットは 1 個68
元、タータンスーツは 1 セット720元だった。1952年華華百貨が販売していた婦人オーバー
は 1 着650元、1957年に南洋百貨が販売していた特価のソフトシルクチャイナドレス生地は
1 着175元、ギャバジン紳士オーバーは 1 着395元だった。『徵信新聞』1951年 9 月23日、
1952年12月25日、1957年12月28日。
　　当時の生活水準については、1952年の国民一人あたりの平均所得は1495元、1954年時は1668
元。1954年 5 月から1955年 4 月までの間では給与所得家庭の毎月の平均支出額は868．67元
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0003/00001/0005/001。「台四十財（檢）第269號」（民國40年 3 月14日）、總統府所藏、檔
號：0039/31304/ 5 。「臺灣外匯管理」『經濟參考資料』第30期、1942年 3 月31日、 1 ― 3 頁。
92　「經濟改造運動」『經濟參考資料』第30期、1942年 3 月31日、 1 ― 2 頁。






































































貨公司が獲得した107。同年 5 月21日、台北市の特許商店が中華国貨公司の 3 階にオー
101　「臺四十財　（經）檢字第〇二號訓令（40．04．12）」『經濟參考資料』第33期、1952年 6 月10









106　『徵信新聞』1952年 2 月19日。「抄臺灣省政府40辰微府員天供字第07147號呈」民國40年 6 月
20日、國家檔案局所藏、檔號：0040/04990―001641/00001/0003/034。

































110　1958年に密輸された米ブランド Raclon のマニキュアは 1 瓶80元、ファンデーションは 1 個
90元で、日ブランド Papilio の香粉は 1 箱33元、黒龍堂のフェイスクリームは55元、Piaskala
のリキッドファンデーションは45元だった。『徵信新聞』1951年 5 月21日、1958年 9 月20
日、1958年10月 5 日。
111　『徵信新聞』1957年 1 月23日、1957年 2 月26日。「（肆拾陸）府財貿第141480號 奢侈品管制」
民國46年 3 月 4 日、國家檔案局所藏、檔號：0040/04990-001641/00001/0002/019。
112　「臺（50）財4120」民國50年 7 月 7 日、總統府所藏、檔號：33501/ 1 / 1 。「臺（50）令參字
第3824號（50．07．13）廢止臺（40）、財、經檢字第 2 號令頒之 「禁止奢侈品買賣令」 司法行









































































115　『臺灣省行政長官公署公報』 1 ： 1 （1945年12月 5 日）、 7 頁。
